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書 

評

　

待
望
の
学
術
書
が
誕
生
し
た
。
従
来
の
研
究
の
枠

組
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
時
代
と
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断

す
る
文
化
研
究
の
試
み
と
方
向
性
を
示
し
た
斬
新
な

一
書
で
あ
る
。
動
態
的
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
寺
社

縁
起
」
を
捉
え
な
お
す
試
み
で
も
あ
る
。「
躍
動
す

る
寺
社
縁
起
」
と
で
も
名
づ
け
よ
う
か
、
開
帳
、
噂
、

講
釈
、
系
図
、
由
来
書
な
ど
、
収
載
論
文
の
タ
イ
ト

ル
に
含
ま
れ
る
語
か
ら
も
、
本
書
が
目
指
す
寺
社
縁

起
研
究
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

全
体
の
構
成
は
、
ま
ず
、
序
文
「
寺
社
縁
起
の

転
換
期
―
近
世
か
ら
近
現
代
へ
」（
堤
邦
彦
）、「
新

し
い
縁
起
研
究
に
向
け
て
」（
橋
本
章
彦
）
に
よ
り
、

本
書
が
捉
え
よ
う
と
す
る
寺
社
縁
起
研
究
の
視
座
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
第
一
部
と
し
て
、
十
六
名
に
よ
る
各
論
が
、

以
下
五
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

（
１
）	

寺
社
縁
起
の
生
成
と
展
開	

―
「
寺
社
縁
起

と
談
義
・
直
談
―
江
州
阿
弥
陀
寺
縁
起
を

め
ぐ
っ
て
」（
徳
田
和
夫
）、「
組
織
と
縁
起

―
平
安
・
鎌
倉
期
の
真
言
密
教
に
お
け
る

〈
縁
起
〉
言
説
」（
藤
巻
和
宏
）「
近
世
寺
社

縁
起
の
戦
略
性
―
三
河
国
鳳
来
寺
縁
起
を

事
例
と
し
て
」（
加
藤
基
樹
）

（
２
）	

変
容
す
る
寺
社
縁
起
―
「
神
仏
の
噂
―
霊
験

の
演
出
を
め
ぐ
っ
て
」（
伊
藤
慎
吾
）、「
月
感

伝
承
の
在
地
的
様
相
を
め
ぐ
っ
て
―
近
世
真

宗
の
内
紛
と
う
ご
め
き
の
中
で
」（
菊
池
政

和
）、「
近
世
唱
導
と
文
芸
・
芸
能
」（
北
城
伸

子
）、「
火
車
説
話
の
受
容
と
展
開
」（
山
田
厳

子
）

（
３
）	

縁
起
の
機
能
―
鎮
魂
と
救
済	

―
「
法
然
上

人
伝
か
ら
古
浄
瑠
璃
『
ほ
う
ね
ん
き
』
へ
」

（
佐
谷
眞
木
人
）、「
い
く
さ
語
り
か
ら
怪
談

へ
」（
堤
邦
彦
）、「
僧
と
亡
者
の
昔
話
」（
花

部
英
雄
）

（
４
）	

女
性
文
化
圏
と
縁
起	

―
「
尼
僧
の
〈
聖
地
〉

と
し
て
の
真
如
寺
」（
西
山
美
香
）、「
物
語

草
子
と
し
て
の
形
成
と
受
容
―
『
お
湯
殿

の
上
の
日
記
』
を
通
じ
て
」（
恋
田
知
子
）、

「
民
間
巫
女
の
群
像
―
在
地
の
な
か
の
縁
起

語
り
」（
川
島
秀
一
）

（
５
）	

演
じ
ら
れ
る
縁
起
・
道
具
と
し
て
の
縁
起	

―
「
戯
け
開
帳
と
縁
起
講
釈
」（
福
原
敏
男
）、

「
虚
構
の
系
図
・
由
来
書
」（
大
島
由
紀
夫
）、

「
縁
起
の
メ
デ
ィ
ア
―
開
帳
に
お
け
る
縁

起
」（
久
野
俊
彦
）

　

第
二
部
で
は
「「
縁
起
学
」
の
可
能
性
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
佐
谷
眞
木
人
・
堤
邦
彦
・
徳
田

和
夫
・
橋
本
章
彦
・
山
田
厳
子
）
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

「
寺
社
縁
起
研
究
の
対
象
・
範
囲
」「
由
来
語
り
と
縁

起
」「
現
場
性
と
信
仰
性
」「
聖
な
る
も
の
の
変
質
」「
神

話
と
縁
起
」「
縁
起
と
物
語
性
」「
祀
る
こ
と
の
意
味
」

「
都
市
空
間
と
民
俗
社
会
」「
縁
起
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」

「
通
時
性
の
視
点
」「
略
縁
起
と
は
何
か
」「
中
世
文

学
研
究
の
な
か
の
寺
社
縁
起
」「
民
俗
学
の
ア
プ
ロ
ー

チ
」「
縁
起
を
受
容
す
る
側
」「
ゴ
ジ
ラ
・
昭
和
二
九

年
の
意
味
」「「
縁
起
学
」
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
、
今
後
の
寺
社
縁
起
研
究
の
展
望
と
課

題
が
深
め
ら
れ
て
い
る
。

　

序
文
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
縁
起
と
は
「
縁

起
と
称
す
る
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
、
特
定
の
文
章
」

（
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』）
で
あ
り
、「
比
較

的
古
い
も
の
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。『
大

堤
邦
彦
・
徳
田
和
夫
編

『
寺
社
縁
起
の
文
化
学
』

日 

沖
　
敦 

子
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日
本
仏
教
全
書
』
寺
誌
部
に
は
、
数
多
く
の
寺
社
縁

起
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
資
財
帳
の
類
を
含
め
て
、

歴
史
的
価
値
を
重
ん
じ
た
編
纂
意
図
が
う
か
が
え

る
。
ま
た
、
縁
起
を
研
究
す
る
場
合
に
は
、
史
実
性

と
実
証
性
が
求
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
多
く
の
寺
社
縁
起
が
、
寺
宝
や
本
尊
の
由
来
を

説
く
霊
験
記
を
含
み
、
物
語
草
子
や
民
間
伝
承
へ
と

展
開
す
る
素
地
を
含
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
豊
饒
な
る
物
語
世
界
は
軽
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
。
数
多
く
の
縁
起
が
紹
介
さ
れ
な
が
ら
も
、
一
史

料
と
し
て
し
か
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
も
数

多
く
あ
る
。
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
縁
起

が
「
宗
教
学
の
補
助
的
手
段
」
と
し
て
し
か
見
な
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え

ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
価
値
ば
か
り
が
追

究
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
縁
起
研
究
に
問
題
を
提
起

し
、
寺
社
縁
起
の
定
義
の
見
直
し
を
行
っ
た
の
が
五

来
重
氏
（
宗
教
民
俗
集
成
六
『
寺
社
縁
起
か
ら
お
伽

話
へ
』）
で
あ
っ
た
。
氏
は
「
伽
藍
縁
起
並
流
記
資

財
帳
」
の
よ
う
に
、
公
文
書
と
し
て
歴
史
的
な
正
確

さ
が
求
め
ら
れ
る
「
歴
史
的
縁
起
」
と
、
神
仏
の
奇

跡
を
説
く
「
物
語
的
縁
起
」、さ
ら
に
「
密
教
的
縁
起
」

を
加
え
、
縁
起
を
三
分
類
し
た
。
多
様
性
ゆ
え
に
雑

駁
と
し
た
印
象
を
与
え
が
ち
で
あ
っ
た
縁
起
を
分
類

し
、
庶
民
信
仰
的
価
値
を
「
物
語
的
縁
起
」
に
見
い

だ
し
、「
歴
史
的
縁
起
」
と
は
異
な
る
価
値
を
提
示

し
て
い
る
点
で
、
氏
の
研
究
は
特
筆
に
値
す
る
。
本

書
に
示
さ
れ
た
旧
来
の
学
問
体
系
の
解
体
か
ら
誕
生

す
る
「
縁
起
学
」
の
提
唱
は
、
こ
の
よ
う
な
寺
社
縁

起
研
究
の
流
れ
の
中
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
位

置
づ
け
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

橋
本
章
彦
氏
は
、
従
来
の
研
究
に
一
定
の
評
価
を

示
し
な
が
ら
も
、
さ
ら
に
寺
社
縁
起
を
「
世
界
認
識

の
方
法
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
捉
え
る
。

人
は
、
現
在
を
理
解
し
未
来
を
考
え
る
と
き
、
必

ず
過
去
を
振
り
返
り
、
自
身
の
「
今
」
を
時
間
の

流
れ
の
中
で
認
識
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
営
為
は
、

言
う
な
ら
ば
、
現
在
を
〝
基
礎
づ
け
る
〟
行
為
で

あ
る
。
人
は
、
こ
う
し
た
行
為
に
よ
っ
て
、
は
じ

め
て
現
前
す
る
事
象
に
対
し
て
意
味
を
見
い
だ
す

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
に
〝
過
去
の
記
述
〟
は
、

時
代
や
環
境
を
超
越
し
て
、
常
に
人
々
が
世
界
認

識
の
方
法
と
し
て
採
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
っ

て
、
本
書
で
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
の
「
縁
起
」
も

ま
た
人
間
の
そ
う
し
た
営
み
の
一
つ
と
し
て
日
本

文
化
に
立
ち
現
れ
て
き
た
存
在
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
便
宜
上
作
ら
れ
た
は
ず
の
学
問
領
域
と

そ
の
領
域
が
持
つ
研
究
対
象
へ
の
認
識
が
、
我
々
の

な
か
で
固
定
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
。
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
、見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
世
界
を
、
縁
起
を
通
し
て
焙
り
出
そ
う

と
す
る
。
古
典
的
価
値
や
史
料
的
価
値
で
は
な
く
、

縁
起
が
ど
の
よ
う
な
文
化
を
内
包
し
て
い
る
か
、
言

い
換
え
れ
ば
、
縁
起
が
ど
の
よ
う
な
人
間
の
営
為
を

映
し
出
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
、
縁
起
の
価
値
を

見
い
だ
そ
う
と
す
る
。
旧
来
の
学
問
体
系
で
は
解
明

で
き
な
か
っ
た
文
化
の
種
々
層
を
、
縁
起
を
通
し
て

焙
り
出
す
試
み
は
、
従
来
の
縁
起
を
扱
う
研
究
の
多

く
と
は
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
本

書
が
提
唱
す
る
「
縁
起
学
」
と
い
う
名
に
相
応
し
い
。

よ
っ
て
、
本
書
に
示
さ
れ
る
諸
研
究
は
、
冒
頭
で
述

べ
た
、開
帳
、噂
、講
釈
、系
図
、由
来
書
な
ど
の
「
縁

起
的
な
る
も
の
」
や
、
映
画
や
漫
画
と
い
っ
た
現
代

メ
デ
ィ
ア
を
も
内
包
し
た
、
旧
来
の
「
宗
門
公
認
の

歴
史
的
、
正
統
的
な
「
縁
起
」」
研
究
か
ら
見
れ
ば
、

大
き
く
拡
大
し
た
縁
起
研
究
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
本
書
第
一
部
の
項
目
に
沿
っ
て
、
諸

氏
の
論
稿
を
通
し
て
構
成
の
概
要
を
記
す
。

　
「（
１
）
寺
社
縁
起
の
生
成
と
展
開
」
で
は
、
縁
起

が
語
ら
れ
る
場
に
注
目
し
、
縁
起
が
内
包
す
る
そ
の

他
の
宗
教
的
言
談
と
の
交
差
や
、
場
の
変
容
に
伴
う

縁
起
言
説
の
変
容
、
縁
起
の
形
態
的
変
化
に
つ
い
て

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
縁
起
に「
談
義
・
直
談
書
の
伝
襲
」

が
う
か
が
え
る
こ
と
や
、
縁
起
が
「
講
経
説
法
の
場

で
説
話
や
伝
承
の
接
合
に
よ
っ
て
錬
成
さ
れ
た
」
こ



265

と
を
示
す
個
々
の
事
例
は
、
物
語
草
子
類
へ
の
展
開

を
含
め
、
中
近
世
文
化
史
を
捉
え
る
上
で
極
め
て
重

要
で
あ
る
（
徳
田
和
夫
）。
ま
た
、「
縁
起
学
」
は
「
事

物
の
〈
現
在
〉
を
〈
過
去
〉
と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て

説
明
し
、
そ
の
正
当
性
を
保
証
す
べ
く
機
能
す
る
言

説
」
で
あ
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
の
み
を
対
象
と
す
る
の

で
は
な
い
。
よ
っ
て
、「
宝
珠
」
が
各
地
に
散
在
し
、

様
々
な
文
脈
に
取
り
込
ま
れ
、
縁
起
を
語
る
切
り
札

と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
き
、
組
織
を
形
成
し
て
い

く
様
相
も
「
縁
起
学
」
の
対
象
と
な
る
（
藤
巻
和
宏
）。

こ
の
ほ
か
、
近
世
の
動
態
的
な
寺
社
縁
起
・
伝
承
の

流
布
、
教
宣
の
一
手
段
と
し
て
作
成
さ
れ
た
「
略
縁

起
」
は
「
近
世
寺
社
が
自
ら
の
寺
社
縁
起
を
正
し
続

け
、
社
会
的
合
意
を
得
る
必
要
の
も
と
、
戦
略
的
に

作
成
・
展
開
し
た
も
の
」
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
べ

き
対
象
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
加
藤
基

樹
）。

　

寺
社
縁
起
の
変
容
を
促
す
、
語
り
手
、
担
い
手
の

問
題
は
、
実
態
に
即
し
た
「
縁
起
学
」
研
究
に
不
可

欠
な
要
素
で
あ
る
。「（
２
）
変
容
す
る
寺
社
縁
起
」

で
は
、
寺
社
建
立
に
際
し
「
神
仏
の
〈
噂
〉」
を
方

便
と
し
て
利
用
す
る
「
勧
進
聖
」
の
活
動
や
心
的
背

景
の
焙
り
出
し
（
伊
藤
慎
吾
）、
地
域
伝
承
や
縁
起

を
通
し
て
浮
か
び
上
が
る
、
在
地
に
お
け
る
一
学
僧

の
活
動
に
関
す
る
検
討
（
菊
池
政
和
）
な
ど
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
祐
天
が
地
蔵
の
化
身
と
信
じ

ら
れ
、
宗
教
言
談
の
場
で
語
ら
れ
る
一
方
、
歌
舞
伎

舞
台
で
具
現
化
さ
れ
、
寺
院
の
霊
宝
へ
帰
還
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
は
「
宗
教
と
娯
楽
の
垣
根
を
越
え
て

信
仰
世
界
が
拡
大
さ
れ
て
い
く
、
近
世
仏
教
の
も
つ

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
提
示
」
す
る
例
と
し
て
捉
え
ら
れ

よ
う
（
北
城
伸
子
）。
こ
の
ほ
か
、
在
地
伝
承
の
展

開
に
伴
い
、
ハ
ナ
シ
が
「
談
話
の
場
で
そ
の
時
々
に

編
み
直
さ
れ
」
て
い
く
事
例
と
し
て
、
茨
城
県
岩
井

市
の
火
車
説
話
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
（
山
田
厳
子
）。

事
象
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
求
め
、
語
り
な
お
し
て
い
く

こ
と
は
、
縁
起
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
様
相
と
も
通

底
す
る
。

　
「（
３
）
縁
起
の
機
能
―
鎮
魂
と
救
済
―
」
で
は
、

宗
教
性
を
内
包
し
た
死
者
追
悼
の
語
り
が
、
軍
記
物
、

縁
起
、
昔
話
、
僧
伝
な
ど
の
な
か
に
、
形
を
変
え
、

機
能
し
た
事
例
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、『
法
然
上
人
伝
記
』
の
展
開
を
通
し
て
、
僧
伝

も
「
常
に
現
実
の
信
仰
と
か
か
わ
り
な
が
ら
存
在
し

た
」
の
で
あ
り
、
時
に
「
事
物
の
由
来
を
保
障
す
る

文
書
と
し
て
」
機
能
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
（
佐
谷
眞
木
人
）。
死
者
追
悼
の
文
芸
が
人
々
に

広
く
支
持
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
数
々
の
縁
起
を
発

信
す
る
宗
教
者
の
存
在
や
、
戦
い
を
描
く
文
芸
が
語

る
追
悼
の
有
様
、
時
代
を
超
え
て
顕
在
す
る
「
情
念

の
発
露
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
堤
邦
彦
）。

追
悼
を
材
と
す
る
の
は
軍
記
や
高
僧
伝
に
限
ら
な

い
。
唱
導
説
教
を
通
し
て
、
発
生
し
た
比
喩
因
縁
が

形
を
変
え
つ
つ
昔
話
や
世
間
話
に
定
着
し
て
い
く
様

（
花
部
英
雄
）
に
つ
い
て
も
注
目
で
き
よ
う
。
語
り
、

享
受
す
る
民
衆
側
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る
鎮
魂
の

文
芸
は
、
民
衆
史
の
な
か
で
解
明
さ
れ
て
い
く
べ
き

も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「（
４
）
女
性
文
化
圏
と
縁
起
」
で
は
、
文
化
的
世

界
観
の
変
容
を
促
し
た
女
性
文
化
圏
の
問
題
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
近
代
の
研
究
史
に
お
い
て
、

女
性
文
化
圏
の
実
態
と
文
芸
享
受
の
有
様
に
つ
い
て

は
殆
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
日
記
や
和
歌
、

物
語
草
子
、
縁
起
の
執
筆
や
享
受
に
関
与
し
た
女
性

に
つ
い
て
の
研
究
は
極
め
て
少
な
く
、
近
年
よ
う
や

く
西
口
順
子
氏
（『
中
世
の
女
性
と
仏
教
』）
ら
の
研

究
に
よ
っ
て
、
実
地
調
査
を
含
め
、
進
展
し
つ
つ
あ

る
。
女
性
文
化
圏
の
中
で
一
つ
の
縁
起
語
り
が
形
成

さ
れ
、
把
握
さ
れ
て
い
く
事
例
と
し
て
、
皇
女
の
追

善
に
際
し
、
後
水
尾
天
皇
に
よ
り
真
如
寺
法
堂
が
再

興
さ
れ
た
と
い
う
政
治
的
背
景
が
、
尼
僧
如
大
の
由

緒
の
「
再
発
見
」
に
繋
が
る
出
来
事
で
あ
っ
た
（
西

山
美
香
）
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
、
物

語
草
子
の
世
界
を
考
え
る
上
で
も
、
女
性
文
化
圏
に

お
け
る
縁
起
、
物
語
生
成
の
実
態
を
求
め
る
視
座
は
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重
要
で
あ
る
（
恋
田
知
子
）。
ま
た
、
中
近
世
に
お

け
る
文
芸
の
生
成
空
間
を
立
ち
上
げ
る
こ
れ
ら
の
研

究
と
併
せ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
在
地
へ
の

視
点
で
あ
ろ
う
。
本
書
で
は
、
民
間
巫
女
の
縁
起
語

り
を
通
し
、
信
仰
の
拡
大
が
計
ら
れ
た
事
例
と
し
て

「
大
乗
寺
縁
起
」（
岩
手
県
川
崎
村
）
が
取
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
（
川
島
秀
一
）。

　
「（
５
）
演
じ
ら
れ
る
縁
起
・
道
具
と
し
て
の
縁
起
」

と
い
う
と
い
う
概
念
設
定
は
、「
寺
社
の
外
部
に
流

伝
し
定
着
し
た
民
間
縁
起
の
存
在
を
鮮
明
に
す
る
」

装
置
で
も
あ
っ
た
。
近
現
代
の
見
世
物
ま
で
を
も
寺

社
の
縁
起
・
伝
承
の
生
成
環
境
と
し
、「
寺
社
の
伝
承
、

も
の
が
た
り
を
民
衆
に
伝
達
す
る
装
置
」
と
し
て
考

察
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
動
態
的
な
縁
起
の
様
態
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
開
帳
は
「
縁
起
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
」
で
あ
り
、
付
随
す
る
見
世
物
や
芸
能
に
よ

り
「
人
々
の
知
的
好
奇
心
と
行
楽
欲
求
を
満
た
」
す

も
の
で
も
あ
っ
た（
久
野
俊
彦
）。
ま
た
、「
戯
け
開
帳
」

と
い
う
「
開
帳
に
見
立
て
た
見
世
物
興
行
」
の
流
行

は
、
近
世
後
期
の
「
信
心
の
あ
り
方
の
変
化
」
と
し

て
注
目
で
き
る
（
福
原
敏
男
）。
こ
の
よ
う
な
開
帳

の
場
と
密
接
に
関
わ
る
の
が
、
先
に
述
べ
た
「
略
縁

起
」
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
政
治
性
と
い
う
観
点
か
ら

考
え
る
な
ら
ば
、
寺
社
縁
起
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て

い
る
偽
系
図
や
由
来
書
の
研
究
と
も
連
な
る
問
題
を

含
ん
で
い
る
。
自
ら
の
正
当
性
を
唱
え
る
べ
く
縁
起

を
制
作
し
、
語
り
広
め
る
必
要
が
生
じ
る
の
は
、
ま

さ
に
「
正
当
性
の
ゆ
ら
ぎ
」
を
意
味
す
る
。
文
書
に

根
拠
を
求
め
、「
自
己
の
存
在
を
確
認
し
よ
う
と
す

る
」
偽
系
図
や
由
来
書
の
姿
勢
に
は
、「
寺
社
縁
起

と
も
通
底
す
る
神
話
的
機
能
」
が
認
め
ら
れ
る
（
大

島
由
紀
夫
）。

　

計
五
項
目
で
示
さ
れ
た
「
縁
起
学
」
の
方
法
は
、

文
献
学
的
手
法
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
視
野
に
入
れ
た
、

実
態
性
、
場
の
問
題
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
立
体
的
か
つ
生
態
学
的
検
証
を
可
能
に
す
る
。

そ
こ
に
は
、
縁
起
が
生
成
し
享
受
さ
れ
た
空
間
の
再

現
と
把
握
を
目
指
す
「
縁
起
学
」
の
研
究
姿
勢
が
貫

か
れ
て
い
る
。

　

本
書
に
対
す
る
若
干
の
欲
深
な
私
見
を
述
べ
る

と
、
も
う
少
し
、
書
誌
学
的
視
点
や
絵
画
的
視
点
を

取
り
込
ん
だ
項
目
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。
例
え
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
縁
起
が

ど
の
よ
う
な
形
態
で
流
布
し
た
か
、
絵
巻
か
冊
子
本

か
、
一
枚
刷
か
と
い
う
点
や
、
制
作
者
（
版
元
な
ど

を
含
む
）
と
し
て
ど
の
よ
う
な
場
が
縁
起
制
作
に
関

与
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
も
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
た
、

変
容
す
る
の
は
縁
起
の
詞
書
の
み
な
ら
ず
、
絵
も
同

様
で
あ
る
。
寺
社
で
は
な
く
、
制
作
者
側
の
意
図
に

よ
っ
て
、
挿
絵
の
差
替
え
が
行
わ
れ
た
事
例
も
あ
る
。

後
述
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
〇
六
年
三
月
十
八

日
）
の
席
上
で
、
藤
巻
和
宏
氏
は
、
挿
絵
の
差
替
え

の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
出
版
者
側
の
意
図
に
よ
り
、

縁
起
が
〈
聖
典
〉
で
な
く
な
っ
て
い
く
事
例
を
示
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
今
後
も
検
証
が
進
め

ら
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た
、
縁
起

の
担
い
手
の
問
題
と
し
て
、
生
業
と
の
繋
が
り
は
ど

の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
生
業
に
携
わ
る
人
々
が
持
ち

伝
え
た
「
由
来
」
の
よ
う
な
も
の
も
、
そ
こ
に
「
信

仰
」
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、や
は
り
「
縁

起
学
」
の
研
究
対
象
と
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
本
書
が

提
唱
す
る
「
縁
起
学
」
は
、〈
縁
起
＝	

寺
院
か
ら
民

衆
へ
〉
と
い
う
一
方
向
的
な
構
図
で
は
な
く
、
在

地
が
い
か
に
縁
起
を
享
受
し
、
新
た
に
生
み
出
し
て

い
っ
た
か
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
映
し
出
す
学
問

で
も
あ
る
。
民
衆
側
か
ら
縁
起
を
捉
え
る
と
い
う
視

座
が
重
要
と
な
る
。
そ
も
そ
も
、
寺
社
の
伝
承
と
信

仰
を
支
え
た
の
は
民
衆
で
も
あ
り
、
民
衆
の
中
で
縁

起
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
を
考
え
る
こ
と

こ
そ
、
縁
起
を
通
し
て
文
化
史
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
に
繋
が
る
は
ず
だ
。
な
ら
ば
、
生
活
の
中
で
ど
の

よ
う
に
縁
起
が
機
能
し
た
か
、
生
業
と
い
う
人
間
の

根
本
的
な
営
為
の
中
か
ら
も
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
、
寺
院
側
の
意
図
と
は
必
ず

し
も
合
致
し
な
い
、
民
衆
の
精
神
史
の
立
ち
上
げ
に
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繋
が
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
世
期
以
降
、
特
に
巡
礼

の
隆
盛
に
伴
い
、
多
く
の
寺
社
縁
起
が
制
作
さ
れ
た

こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
巡
礼
札
所
全
体
の
実

態
を
視
野
に
入
れ
、
個
々
の
縁
起
研
究
を
進
め
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
巡
礼
は
、
縁
起
制
作
の
背
景
と
密
接

に
関
わ
る
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
近
年
刊
行
が
進
め
ら

れ
て
い
る
略
縁
起
（『
略
縁
起
集
成
』『
略
縁
起　

研

究
と
資
料
』）
を
ど
の
よ
う
に
研
究
し
て
い
く
か
に

つ
い
て
も
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ

い
て
は
、
既
に
近
年
、
本
書
の
執
筆
者
ら
を
は
じ
め

と
す
る
諸
氏
に
よ
っ
て
も
積
極
的
に
研
究
が
深
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
が
、
今
後
の
「
縁
起
学
」
の
課
題
と
し

て
敢
え
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

第
二
部
で
展
開
さ
れ
る
「
縁
起
学
」
の
定
義
に
つ

い
て
は
、「
由
来
」
と
「
信
仰
」
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、根
本
に
「
通
時
代
性
＝
神
話
性
」（
徳
田
和
夫
）

が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
モ
ノ
ガ
タ
ル

と
い
う
人
間
の
営
為
は
、
時
代
を
超
え
、
神
話
性
を

帯
び
る
。
や
が
て
、
語
り
の
多
様
化
を
生
み
出
し
、

寺
院
の
信
仰
と
在
地
の
信
仰
は
相
互
に
作
用
し
あ

い
、
時
に
独
自
性
を
膨
ら
ま
せ
つ
つ
展
開
す
る
。
本

書
で
は
、「
縁
起
学
」
に
つ
い
て
、
タ
ー
ム
の
提
示

と
大
枠
が
議
論
さ
れ
、
示
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
具
体
的
か
つ
固
定
的
な
意
味
づ
け
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
「
縁
起
学
」
と
い
う
学

問
の
あ
り
方
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
勿
論
、「
縁

起
学
」
を
学
問
形
態
、
方
法
と
し
て
提
唱
す
る
う
え

で
、
何
ら
か
の
定
義
づ
け
は
必
要
と
な
ろ
う
が
、
細

か
な
定
義
づ
け
に
よ
り
、
研
究
対
象
を
狭
め
て
し
ま

う
こ
と
を
危
惧
す
る
。
今
は
、
本
書
に
示
さ
れ
る
諸

研
究
を
含
め
、
更
に
様
々
に
展
開
す
る
と
思
わ
れ
る

多
様
な
「
縁
起
学
」
の
可
能
性
を
模
索
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
感
じ
る
。
定
義
づ
け
、
そ
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、『
続
・
寺
社
縁
起
の
文
化
学
』
誕
生
ま
で

の
課
題
と
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し

た
い
。

　

我
々
は
、
自
身
が
関
心
を
抱
く
対
象
を
分
析
す
る

際
、
報
告
す
る
際
、
領
域
と
い
う
も
の
が
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
自
身
の
可
能
性
を
狭
め
て

い
る
こ
と
に
、
ど
れ
く
ら
い
敏
感
だ
ろ
う
か
。
便
宜

上
つ
く
ら
れ
た
は
ず
の
学
問
領
域
が
自
身
の
研
究
を

拘
束
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一

つ
の
事
象
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法

も
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を
も
活
用
し
、
取
り
入
れ
る

姿
勢
は
肝
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
改
め
て
気
づ

か
せ
て
く
れ
た
の
が
本
書
で
あ
っ
た
。
本
書
を
、
旧

来
の
学
問
領
域
で
言
う
な
ら
ば
、
文
学
、
民
俗
学
を

専
門
と
す
る
研
究
者
は
勿
論
、
歴
史
学
を
専
門
と
す

る
研
究
者
に
も
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的
に

議
論
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
切
に
思
う
。
そ
し

て
、
そ
の
た
め
に
、「
縁
起
学
」
を
志
す
誰
も
が
覚

悟
す
べ
き
こ
と
が
あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
縁

起
研
究
の
蓄
積
は
深
く
広
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
丁

寧
に
再
読
、
再
評
価
、
再
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
本
書
で
は
縁
起
に
つ
い
て
、
桜
井
徳
太
郎
氏

（
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』）
の
定
義
が
引
か
れ

て
い
る
が
、
勿
論
、
氏
の
定
義
づ
け
に
従
っ
て
の
み

研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
筑
土
鈴

寛
氏
（『
筑
土
鈴
寛
著
作
集
第
四
巻　

中
世
・
宗
教

藝
文
の
研
究
二
』）
や
五
来
重
氏
を
は
じ
め
と
す
る

文
化
史
学
研
究
者
に
よ
る
一
連
の
研
究
を
再
読
し
、

ど
の
よ
う
に
評
価
し
、
位
置
づ
け
、
展
開
さ
せ
て
い

く
か
は
「
縁
起
学
」
の
構
築
に
不
可
欠
な
課
題
で
あ

ろ
う
。
本
書
は
、
文
学
、
民
俗
学
を
主
た
る
専
門
と

す
る
研
究
者
の
論
稿
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
傾
向

に
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
が
提
唱
す
る
「
縁
起
学
」

は
、
旧
来
の
学
問
体
系
で
い
う
な
ら
ば
、
領
域
な
き

研
究
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
も
追
究
す
る
探
究
心
こ
そ

が
、こ
の
学
問
を
支
え
て
い
く
と
思
う
。
自
ず
と
「
縁

起
学
」
は
学
際
的
研
究
と
な
ろ
う
し
、
幅
広
い
知
見

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
書
と
の
関
係
を
絡
め
、
近
年
の
学
会

動
向
に
つ
い
て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
縁
起
学
」

が
提
示
す
る
視
座
は
、
二
〇
〇
一
年
度
の
仏
教
文
学
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会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
寺
社
縁
起
の
解
剖
学
」
の
開

催
に
も
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
発

足
し
た
寺
社
縁
起
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
よ
り
発
足

し
た
巡
礼
記
研
究
会
な
ど
、
若
手
研
究
者
を
中
心
と

し
た
寺
社
の
文
芸
活
動
と
密
接
に
関
わ
る
研
究
会
が

誕
生
し
、
そ
の
成
果
が
次
々
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
本
書
刊
行
後
に
は
、
学
習
院
女
子
大
学
に

て
、
伝
承
文
学
研
究
会
、
寺
社
縁
起
研
究
会
合
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
寺
社
縁
起
の
文
化
学
―
新
た
な
縁
起

研
究
を
め
ざ
し
て
―
」（
二
〇
〇
六
年
三
月
十
八
日
）

も
開
催
さ
れ
、
藤
巻
和
宏
氏
（「
室
町
・
江
戸
期
の

長
谷
寺
縁
起
―
〈
本
縁
起
〉
か
ら
絵
巻
・
絵
入
版
本
・

略
縁
起
へ
―
」）、
菊
池
政
和
氏
（「
中
将
姫
物
語
の

近
世
的
変
容
―
物
語
・
狂
言
・
略
縁
起
―
」）、
堤
邦

彦
氏
（「
近
世
高
僧
伝
の
周
辺
―
略
縁
起
か
ら
見
え

る
も
の
―
」）
ら
の
報
告
と
併
せ
て
、「
縁
起
学
」
の

定
義
と
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。

　

寺
社
縁
起
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
史
料
を
含
め
、
新
た
な
地
域
史
料
や
寺
院
史

料
の
発
掘
と
実
態
調
査
に
よ
っ
て
も
、
裏
付
け
ら
れ

検
討
が
深
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
地
方
寺
院
に
関

す
る
研
究
は
、
一
部
を
除
い
て
、
殆
ど
な
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
研
究
の
着
実
な
進
展
は
、

地
方
寺
院
の
史
料
発
掘
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
意
識
し

た
上
で
の
、
各
寺
院
及
び
周
辺
に
関
す
る
研
究
の
積

み
重
ね
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
併
せ
て
研
究
会
の
発
足
と
活
発
な
議
論
も

重
要
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
経
過
と
し
て
、

数
回
の
準
備
会
を
経
て
、
二
〇
〇
六
年
十
二
月
、
関

東
支
部
、
関
西
支
部
に
続
き
、
寺
社
縁
起
研
究
会
東

海
支
部
（
於
中
京
大
学
）
が
発
足
し
た
。
参
加
者
の

専
門
分
野
は
上
代
か
ら
近
世
ま
で
の
文
学
・
歴
史
・

民
俗
・
美
術
・
和
漢
比
較
と
多
岐
に
わ
た
る
。
東
海

支
部
で
は
、
東
海
地
区
を
中
心
と
し
た
寺
社
縁
起
ほ

か
諸
史
料
の
実
地
踏
査
、
及
び
研
究
発
表
を
行
う
。

地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
、
さ
ら
に
他
の
地
方
へ
、

や
が
て
全
国
へ
と
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
で
、
深
み
を
増

し
な
が
ら
、
今
後
「
縁
起
学
」
は
幅
広
く
展
開
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
『
寺
社
縁
起
の
文
化
学
』
は
、
モ
ノ
ガ
タ
リ
の
無

限
の
連
鎖
と
広
が
り
を
我
々
の
眼
前
に
開
示
す
る
。

縁
起
は
、
人
間
が
生
み
出
す
あ
ら
ゆ
る
事
象
と
密

接
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
縁
起
学
」

を
通
し
て
浮
き
彫
り
と
な
る
の
は
、
人
文
系
諸
学
問

が
長
ら
く
解
明
を
目
指
し
て
き
た
、人
間
の
歩
み
（
生

活
史
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
生
活
」
と
密
接
に
結

び
つ
く
「
信
仰
」
を
紐
解
く
う
え
で
注
目
で
き
る
「
縁

起
」
は
、「
人
間
」
を
紐
解
く
鍵
と
も
な
る
は
ず
だ
。

本
書
が
提
示
す
る
「
縁
起
学
」
に
立
脚
し
た
研
究
の

蓄
積
は
、
必
ず
や
「
生
活
の
学
」
と
し
て
、
人
間
の

生
活
の
種
々
層
を
焙
り
出
す
「
文
化
学
」
解
明
へ
の

架
け
橋
と
な
る
は
ず
だ
。
本
書
は
、
旧
来
の
学
問
体

系
を
越
境
す
る
「
縁
起
学
」
の
提
唱
を
実
現
し
、
そ

の
方
法
を
鮮
や
か
に
提
示
し
た
記
念
碑
的
意
義
を
も

つ
学
術
書
で
あ
る
。「
民
衆
史
の
縮
図
」（
堤
邦
彦
）

を
手
に「
人
間
と
は
何
か
」を
求
め
る
旅
が
今
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。	

（
＊
敬
称
略
）

　
（
二
〇
〇
五
年
、
本
体
六
五
〇
〇
円
、
森
話
社
）

（
ひ
お
き
・
あ
つ
こ
／
名
古
屋
市
立
大
学
）


